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全
中
社
研
会
報

会
長
に
再
任
さ
れ
て

全
国
中
学
校
社
会
科
教
育
研
究
会

　

会
長　
　

石　

上　

和　

宏

（
東
京
都
板
橋
区
立
志
村
第
二
中
学
校
長
）

　

平
成
二
十
七
年
七
月
四
日
、

岡
山
県
岡
山
市
に
お
い
て
全
国

中
学
校
社
会
科
教
育
研
究
会

第
九
十
二
回
理
事
会
が
開
催

さ
れ
、
平
成
二
十
六
年
度
に
続

き
、
会
長
と
し
て
ご
承
認
い
た

だ
き
ま
し
た
石
上
和
宏
で
す
。

ま
ず
、
本
会
の
会
則
を
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
会
の

目
的
は
次
の
三
点
で
す
。
第
一

に
、
中
学
校
社
会
科
教
育
の
研

究
を
推
進
し
、
充
実
発
展
を
図

る
こ
と
。
第
二
に
、
会
員
相
互

の
情
報
交
換
を
図
る
こ
と
。
第

三
に
、
会
員
の
研
究
成
果
の
交

流
を
図
る
こ
と
で
す
。
私
は
中

学
校
社
会
科
で
は
生
徒
に
社
会

を
見
る
（
読
み
取
る
）
目
を
育

て
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
普
段
、
何
げ
な
く
見

て
い
て
も
見
え
て
い
な
い
事
象

を
そ
の
背
後
に
あ
る
も
の
を
含

め
て
見
え
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
す
。
別
の
言
葉
で
い
え
ば
、

見
慣
れ
た
風
景
に
も
意
味
が
あ

る
こ
と
に
気
付
か
せ
る
こ
と
で

す
。
人
が
自
分
の
住
ん
で
い
る

土
地
に
働
き
か
け
て
つ
く
っ
て

き
た
も
の
が
地
域
の
特
色
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
地
理
で
い

え
ば
、
扇
状
地
で
は
水
系
が
深

い
の
で
根
が
深
く
な
る
桑
を
植

え
て
き
ま
し
た
。
か
つ
て
山
奥

の
集
落
で
ニ
ワ
ト
リ
を
飼
わ
な

か
っ
た
の
は
平
家
の
落
人
の
集

落
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い

う
歴
史
を
踏
ま
え
た
見
方
で
す
。

公
民
で
い
う
と
、
都
市
で
の
建

物
の
高
さ
規
制
や
伝
統
的
な
観

光
地
で
の
建
物
の
色
の
規
制
な

ど
も
気
付
か
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
生
徒
に
地
理
、
歴
史
、

公
民
を
学
ぶ
こ
と
で
自
分
の
住

ん
で
い
る
地
域
の
社
会
的
事
象

を
深
く
理
解
さ
せ
、
そ
の
中
に

意
味
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
際
、
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る

の
は
学
習
指
導
要
領
で
あ
り
、

そ
の
趣
旨
を
理
解
し
、
具
現
化

を
図
り
、
生
徒
の
公
民
的
資
質

の
基
礎
を
養
う
社
会
科
教
員
の

一
助
と
本
会
が
な
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

　

さ
て
、
私
は
昨
年
度
、
会
長

就
任
時
に
二
点
に
つ
い
て
お
約

束
を
し
ま
し
た
。
一
つ
は
、
未

加
盟
県
へ
の
働
き
か
け
で
す
。

そ
こ
で
、
山
梨
県
、
長
野
県
の

二
県
に
訪
問
し
、
本
会
の
活
動

に
つ
い
て
ご
説
明
す
る
と
と
も

に
、
加
盟
を
働
き
か
け
ま
し
た
。

今
回
は
加
盟
し
て
い
た
だ
け
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
も
生
徒

の
学
び
を
深
め
る
た
め
に
情
報

交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

第
二
に
、
発
信
す
る
全
中
社

研
を
目
指
す
こ
と
を
お
約
束
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
各
都
道
府

県
市
に
依
頼
し
、
学
習
指
導
要

領
実
施
上
の
成
果
と
課
題
を
簡

単
に
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
教

科
調
査
官
に
ご
提
出
し
、
今
後

の
社
会
科
教
育
の
充
実
に
生
か

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
十
分
に
改
善
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
は
今
年
度
再
任
さ
れ
る
に

あ
た
り
、
真
に
全
国
組
織
と
な

る
よ
う
に
組
織
の
充
実
を
図
る

こ
と
、
さ
ら
に
発
信
す
る
全
中

社
研
、
交
流
す
る
全
中
社
研
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
く
所
存

で
す
。

　

以
上
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
ど

れ
も
各
研
究
会
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
が
な
い
と
実
現
で

き
ま
せ
ん
。
各
学
校
の
生
徒
が

一
人
残
ら
ず
社
会
科
が
好
き
だ

と
言
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
、
さ

ら
に
一
人
一
人
が
自
立
し
、
社

会
参
画
の
意
識
を
も
ち
、
社
会

の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
間
と

な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
本

会
の
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
全
国
の
皆
様
の
お
力
添

え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

岐
阜
県
で
初
め
て
の
全
国
大

会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
十
年

に
全
国
中
学
校
社
会
科
教
育
研

究
会
に
加
盟
し
て
以
来
の
願
い

が
実
現
し
た
こ
と
は
誠
に
大
き

な
喜
び
で
す
。

　

社
会
の
進
行
と
共
に
、
教
育

に
お
い
て
も
「
道
徳
教
育
の
教

科
化
」
を
は
じ
め
様
々
な
改
革

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
十
八

歳
以
上
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ

る
な
ど
社
会
制
度
も
変
革
し
て

い
ま
す
。
誰
も
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
時
代
を
こ
れ
か
ら
の
生

徒
達
は
生
き
抜
い
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
の
力
を
社
会
科
教
育

を
通
し
て
生
徒
達
に
培
い
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
岐
阜
大
会
で
は
、

『
主
体
的
に
社
会
の
形
成
に
参

画
す
る
力
を
育
て
る
社
会
科
学

習
』
を
主
題
と
し
て
、
研
究
実

践
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

　

岐
阜
県
中
学
校
社
会
科
研

究
会
で
は
、
昭
和
三
三
年
の
発

足
よ
り
「
自
主
性
を
育
て
、
思

考
と
認
識
を
深
め
る
社
会
科

指
導
」
を
主
題
と
し
て
研
究
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
授
業
で
は
、

生
徒
自
身
の
疑
問
を
生
か
し
た

課
題
設
定
、
資
料
を
も
と
に
考

え
、
話
し
合
い
練
り
合
う
こ
と

で
課
題
を
自
分
た
ち
で
解
決
す

る
学
習
を
積
み
上
げ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
を
通
し
て
、
生
徒
は

思
考
を
深
め
、
新
た
な
認
識
を

獲
得
し
、
学
ぶ
喜
び
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
成
果
を

持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま

た
、
さ
ら
に
学
び
た
い
と
い
う

自
主
性
が
社
会
的
事
象
へ
の
関

心
と
な
り
、
公
民
的
資
質
の
基

礎
を
培
う
こ
と
が
出
来
た
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

先
に
述
べ
た
変
革
の
時
代
、
誰

も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
社
会

で
よ
り
良
く
生
き
て
い
く
た
め

に
、
生
徒
一
人
一
人
に
「
社
会

の
形
成
に
参
画
す
る
力
」
ま
で

を
見
据
え
て
社
会
科
教
育
を
展

望
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
「
主
体
的
に
社
会
の

形
成
に
参
画
す
る
力
」
を
『
獲

得
し
た
事
実
に
関
す
る
認
識
に

基
づ
き
、
価
値
に
関
す
る
認
識

を
形
成
し
て
い
く
こ
と
を
通
し

て
、
公
共
的
な
事
柄
に
自
ら
取

り
組
も
う
と
す
る
資
質
や
能

力
』
と
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究

を
継
続
・
発
展
さ
せ
る
中
で
授

業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

事
実
に
関
す
る
認
識
と
価
値
に

関
す
る
認
識
と
い
う
二
つ
の
認

識
を
そ
れ
ぞ
れ
獲
得
し
て
い
く

学
習
活
動
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

ご
指
導
・
ご
意
見
を
頂
戴
し
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

大
会
の
開
催
は
、
地
・
歴
・

公
三
分
野
の
公
開
授
業
を
含
め
、

一
つ
の
会
場
に
六
校
の
生
徒
を

集
め
発
表
い
た
し
ま
す
。
授
業

会
場
は
隣
り
合
う
三
つ
の
部
屋

と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
の
先

生
方
に
三
分
野
の
公
開
授
業
と

生
徒
の
姿
を
心
ゆ
く
ま
で
見
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。「
チ
ー
ム
岐
阜
」
を
合
い

言
葉
に
、
岐
阜
県
中
学
校
社
会

科
部
全
員
の
力
を
合
わ
せ
て
岐

阜
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

全中社研副会長・大会実行委員長
（岐阜県各務原市立鵜沼中学校長）

　　　寺　井　厚　人

期日　平成27年11月 5 日㈭・ 6日㈮

　　　　　　　　　　　　　　　　　

第48回全国中学校社会科教育研究大会

岐阜大会

大 会 主 題

主体的に社会の形成に参画する力を
育てる社会科学習
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第
92
回　

全
中
社
研
理
事
会
報
告

全
中
社
研
事
務
局
長

小
平
市
立
小
平
第
五
中
学
校
長　

髙　

山　

知　

機

　

第
九
十
二
回
理
事
会
は
、
七

月
四
日（
土
）、
岡
山
県
岡
山
市

の「
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
の

言
葉
に
続
き
、
石
上
全
中
社
研

会
長
、
堀
井
岡
山
県
会
長
、
前

年
度
研
究
大
会
開
催
の
滋
賀

県
・
七
里
事
務
局
長
、
今
年
度

研
究
大
会
開
催
の
寺
井
岐
阜
県

会
長
よ
り
、
ご
あ
い
さ
つ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
務
局
よ
り
第
九
十
一
回

理
事
会
報
告
の
後
、
議
事
に
入

り
、
平
成
二
十
六
年
度
事
業
報

告
、
平
成
二
十
六
年
度
決
算
報

告
の
承
認
後
、
平
成
二
十
七
年

度
の
組
織
承
認
に
よ
り
、
石
上

和
宏
会
長
の
再
任
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
就
任
の
あ
い
さ
つ
及

び
新
役
員
の
紹
介
の
後
、
平
成

二
十
七
年
度
の
事
業
計
画
・
予

算
案
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
年
度
岐
阜
大
会

の
案
内
と
研
究
の
進
捗
状
況
報

告
、
次
に
岡
山
大
会
の
要
綱
が

提
案
さ
れ
、
予
定
し
て
い
た
議

題
が
す
べ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
北
崎
広
島
県
会
長
よ

り
、
平
成
二
十
七
年
度
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
研
究
大
会
に
つ
い
て
の

案
内
、
全
国
大
会
の
開
催
地
に

つ
い
て
、
平
成
四
十
一
年
度
以

降
の
開
催
地
に
つ
い
て
は
、
平

成
二
十
九
年
度
島
根
大
会
時
に

決
定
す
る
旨
確
認
が
さ
れ
、
今

後
候
補
地
を
募
り
、
引
き
続
き

討
議
す
る
こ
と
と
し
、
理
事
会

を
修
了
し
ま
し
た
。

相
談
役 

東
京 

齋
藤　

博
志

会
長 

東
京 

石
上　

和
宏

副
会
長 

北
海
道 

吉
呑　

正
美

　

〃 

東
北 

鹿
野　
　

智

　

〃 

東
北 

川
村　

英
一

　

〃 

関
甲
信 

礒
田　
　

洋

　

〃 

東
京 

小
林　
　

誠

　

〃 

東
海
北
陸 

寺
井　

厚
人

　

〃 

東
海
北
陸 

関
口　

大
介

　

〃 

近
畿 

笹　
　

信
隆

　

〃 

大
阪
市 

田
積　

直
子

　

〃 

中
国 

北
﨑　

俊
司

　

〃 

四
国 

蓮
井　

善
視

　

〃 

九
州 

髙
橋　

祐
二

常
任
理
事 

東
京 

戸
部　

範
一

　

〃 

東
京 

高
岡　

麻
美

平
成
27
年
度　

全
中
社
研
新
役
員

第
48
回
全
中
社
研
岐
阜
大
会
の
ご
案
内

岐
阜
大
会
事
務
局
長

　
　
　
　

岐
阜
市
立
加
納
中
学
校　

佐
々
木　

喜　

秀

　

岐
阜
大
会
実
行
委
員
会
で
は
、

第
四
十
八
回
全
国
中
学
校
社
会

科
教
育
研
究
大
会
・
岐
阜
大
会

を
清
流
の
国
「
岐
阜
県
」
で
開

催
い
た
し
ま
す
。

　

本
大
会
は
大
会
主
題
を
『
主

体
的
に
社
会
の
形
成
に
参
画
す

る
力
を
育
て
る
社
会
科
学
習
』

と
し
、「
事
実
に
関
す
る
認
識
」

を
獲
得
す
る
学
習
と
「
価
値
に

関
す
る
認
識
」
を
形
成
す
る
学

習
に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
を

公
表
い
た
し
ま
す
。
授
業
公
開

は
、
三
分
野
各
二
つ
ず
つ
の
授

業
を
同
会
場
に
て
行
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
岐
阜
県
中
学
校
社

会
科
研
究
会
の
取
組
に
対
し
て

皆
様
か
ら
ご
指
導
頂
け
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
全
国
各
地
か
ら
多
く
の

先
生
方
が
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

一　

期　

日

　

十
一
月
五
日
（
木
）

　

十
一
月
六
日
（
金
）

　
（
参
加
費
：
五
〇
〇
〇
円
）

　

※
大
会
資
料
代
等
を
含
む

二　

会　

場

　

一
日
目
（
全
体
会
）

　
　

長
良
川
国
際
会
議
場

　
　
　
　

メ
イ
ン
ホ
ー
ル

　

二
日
目
（
分
科
会
）

　
　

岐
阜
都
ホ
テ
ル

　
　
　
　

ボ
ー
ル
ル
ー
ム

三　

内　

容

◇
一
日
目

　

①
開
会
式

　

②
基
調
提
案

七
野　

武
稔

（
岐
中
社
副
会
長
）

児
山　

耕
生

（
授
業
研
究
委
員
長
）

　

③
記
念
講
演

講
師
…
柘
植　

康
英　

氏

（
東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社　

代
表
取
締
役
社
長
）

演
題
「
進
化
す
る
日
本
の

高
速
鉄
道
―
東
海
道
新
幹

線
か
ら
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
へ
」

◇
二
日
目

《
地
理
的
分
野
》

　

①
公
開
授
業
Ⅰ

「
中
部
地
方
」

授
業
者
…
前
田　

佳
洋

（
岐
阜
大
学
附
属
中
学
校
）

　

②
公
開
授
業
Ⅱ

「
オ
セ
ア
ニ
ア
州
」

授
業
者
…
車
戸　

良
成

（
岐
阜
市
立
東
長
良
中
学
校
）

　

③
分
野
別
提
案

今
西　

祥
幾
（
分
野
長
）

（
岐
阜
市
立
長
森
中
学
校
）

　

④
研
究
発
表

東
京
都
…
中
野　

英
水

（
板
橋
区
立
赤
塚

第
二
中
学
校
）

　

⑤
指
導
助
言

須
本　

良
夫　

氏

（
岐
阜
大
学
教
育
学
部
教
授
）

　

⑥
講
評

濵
野　

清　

氏

（
文
部
科
学
省
教
科
調
査
官
）

《
歴
史
的
分
野
》

　

①
公
開
授
業
Ⅰ

「
武
士
の
台
頭
と
鎌
倉
幕
府
」

授
業
者
…
内
田　

武
志

（
岐
阜
市
立
陽
南
中
学
校
）

　

②
公
開
授
業
Ⅱ

「
産
業
の
発
達
と
幕
府
政

治
の
動
き
」

授
業
者
…
内
海　

照
幸

（
岐
阜
市
立
長
良
中
学
校
）

　

③
分
野
別
提
案

加
藤　

高
祥
（
分
野
長
）

（
恵
那
市
立
恵
那
西
中
学
校
）

　

④
研
究
発
表

岡
山
県
…
永
野　

直
樹

（
岡
山
市
立
興
除
中
学
校
）

　

⑤
指
導
助
言

早
川　

万
年　

氏

（
岐
阜
大
学
教
育
学
部
教
授
）

　

⑥
講
評

中
尾　

敏
朗　

氏

（
文
部
科
学
省
視
学
官
）

《
公
民
的
分
野
》

　

①
公
開
授
業
Ⅰ

「
地
方
の
政
治
と
自
治
」

授
業
者
…
梅
村　

亮
介

（
岐
阜
市
立
加
納
中
学
校
）

　

②
公
開
授
業
Ⅱ

「
生
産
と
労
働
」

授
業
者
…
奥
田　

恵
太

（
岐
阜
市
立
青
山
中
学
校
）

　

③
分
野
別
提
案

松
原　

元
樹
（
分
野
長
）

（
中
津
川
市
立
坂
本
中
学
校
）

　

④
研
究
発
表

島
根
県
…
岡
田　

昭
彦

（
島
根
大
学
教
育
学
部

附
属
中
学
校
）

　

⑤
指
導
助
言

大
杉　

昭
英　

氏

（
国
立
教
育
政
策
研
究
所

初
等
中
等
教
育
研
究
部
長
）

　

⑥
講
評

樋
口　

雅
夫　

氏

（
文
部
科
学
省
教
科
調
査
官
）

岐
阜
大
会
事
務
局

〒
五
〇
〇-

八
二
五
二

　

岐
阜
市
加
納
舟
田
町
九

　

岐
阜
市
立
加
納
中
学
校

　
（
事
務
局
長
）
佐
々
木
喜
秀

℡  〇
五
八-

二
七
一-

三
五
七
七

℻  〇
五
八-

二
七
一-

二
〇
六
七

【
岐
阜
大
会
申
し
込
み
Ｈ
Ｐ
】

http://w
w
w
.knt.co.jp/

ec/2015/zenchusya/

最
終
案
内
と
申
込
書
は
全
中

社
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
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夏
季
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

東
京
都
足
立
区
立
花
畑
北
中
学
校　

関　

眞
規
子

　

全
中
社
研
・
関
ブ
ロ
中
社
研

共
催
の
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
は
、
平

成
27
年
8
月
5
日
㈬
東
京
都
文

京
区
立
茗
台
中
学
校
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
、
岩
手
県
大

船
渡
市
の
戸
田
公
明
市
長
を
講

師
に
お
招
き
し
て
、『
大
船
渡

市　

大
震
災
か
ら
の
復
興
の
現

状
と
課
題
』
と
い
う
演
題
で
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

戸
田
市
長
は
、
二
〇
一
〇
年

12
月
3
日
に
市
長
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
３
か
月
後
に

東
日
本
大
震
災
・
津
波
が
発
生

し
、
こ
れ
ま
で
市
長
と
し
て
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

大
き
な
課
題
で
あ
る
大
震
災
か

ら
の
復
興
を
は
じ
め
、
市
政
に

尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、【
市
長
と
し
て
の

初
動
】【
大
震
災
か
ら
４
年
５

カ
月
】【
被
災
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
】【
児
童
・
生
徒
の
防
災

教
育
】【
復
興
の
成
否
】【
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
戦
略
に
つ

な
げ
る
】
の
６
項
目
を
中
心
に

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最

初
の
項
目
の【
市
長
と
し
て
の

初
動
】
で
は
、
震
災
後
直
ち
に

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
米

英
国
際
緊
急
救
助
隊
の
受
入
の

即
決
・
応
急
仮
設
住
宅
建
設
戸

　

〃 

東
京 

伊
藤　

聡
保

　

〃 

栃
木 

小
堀　

茂
雄

　

〃 

群
馬 

吉
江　
　

剛

　

〃 
茨
城 

礒
田　
　

洋

　

〃 
千
葉 

常
住　

信
夫

　

〃 

埼
玉 
栗
田　
　

亨

　

〃 

神
奈
川 
市
川　
　

洋

　

〃 

横
浜
市 

法
村　

盛
郎

理
事 

北
海
道 

吉
呑　

正
美

　

〃 

青
森 

岩
田　
　

靖

　

〃 

秋
田 

石
郷
岡
仁
司

　

〃 

岩
手 

小
向　

和
秀

　

〃 

山
形 

鹿
野　
　

智

　

〃 

宮
城 

川
村　

英
一

　

〃 

福
島 

大
橋　

誠
寿

　

〃 

栃
木 

小
堀　

茂
雄

　

〃 

群
馬 

吉
江　
　

剛

　

〃 

茨
城 

礒
田　
　

洋

　

〃 

千
葉 

常
住　

信
夫

　

〃 

東
京 

高
岡　

麻
美

　

〃 

埼
玉 

栗
田　
　

亨

　

〃 

神
奈
川 

市
川　
　

洋

　

〃 

横
浜
市 

法
村　

盛
郎

　

〃 

新
潟 

松
井　
　

淳

　

〃 

富
山 

北
岡　
　

聡

　

〃 

石
川 

越
中　
　

修

　

〃 

福
井 

廣
瀬　

介
治

　

〃 

岐
阜 

寺
井　

厚
人

　

〃 

静
岡 

松
下　

哲
也

　

〃 

愛
知 

土
井　

謙
次

　

〃 

名
古
屋
市 

関
口　

大
介

　

〃 

三
重 

市
川　

則
文

　

〃 

和
歌
山 

鈴
木　

達
也

　

〃 

滋
賀 

中
出　

幸
宏

　

〃 

京
都
市 

坪
井　
　

聡

　

〃 

奈
良 

土
田　

博
敏

　

〃 

大
阪 

太
田　

伸
治

　

〃 

大
阪
市 

田
積　

直
子

　

〃 

兵
庫 

中
阪　
　

守

　

〃 

鳥
取 

田
村　
　

穣

　

〃 

島
根 

長
岡　

素
巳

　

〃 

岡
山 

堀
井　

博
司

　

〃 

広
島 

北
﨑　

俊
司

　

〃 

山
口 

齋
藤　

教
津

　

〃 

徳
島 

桑
田　

郁
男

　

〃 

香
川 

蓮
井　

善
視

　

〃 

愛
媛 

二
宮　

和
広

　

〃 
高
知 

川
崎　
　

剛

　

〃 
福
岡 

松
下　
　

誠

　

〃 

佐
賀 
下
川　

孝
廣

　

〃 

長
崎 
松
野　

廣
文

　

〃 

大
分 

岩
尾　
　

亮

　

〃 

熊
本 

芦
原　

陸
雄

　

〃 

宮
崎 

髙
橋　

祐
二

　

〃 

鹿
児
島 

永
山　

修
一

　

〃 

沖
縄 

斉
藤
美
喜
雄

監
査 

東
京 

井
上　

雅
子

　

〃 

東
京 

桐
野　

和
之

事
務
局
長 

東
京 

髙
山　

知
機

事
務
局
次
長 

東
京 

竹
原　
　

眞

　

〃 

東
京 

水
井　

雅
史

　

〃 

東
京 

吉
川　

修
央

　

〃 

東
京 

木
村　

雅
英

広
報
部
長 

東
京 

市
川
扶
二
夫

広
報
次
長 

東
京 

大
瀧　

訓
久

調
査
部
長 

東
京 

佐
藤　

敏
数

研
究
調
査 

東
京 

中
野　

英
水

　

〃 

東
京 

高
田　

孝
雄

　

〃 

東
京 

藤
田　

琢
治

ご
退
転 

ご
退
職
の
方
も
含
み
ま
す
。　

副
会
長 

北
海
道 

吉
呑　

正
美

　

〃 

栃
木 

冨
田　

恒
男

　

〃 

栃
木 

設
樂　

富
男

　

〃 

名
古
屋
市 

関
口　

大
介

　

〃 

大
阪
市 

田
積　

直
子

　

〃 

岡
山 

藤
島　

文
雄

　

〃 

香
川 

蓮
井　

善
視

　

〃 

佐
賀 

下
川　

孝
廣

常
任
理
事 

茨
城 

圷　
　

哲
男

　

〃 

東
京 

戸
部　

範
一

　

〃 

埼
玉 

栗
田　
　

亨

理
事 

群
馬 

山
田　

豊
和

　

〃 

新
潟 

安
中　

長
市

　

〃 

岐
阜 

小
野
木　

卓

　

〃 

三
重 

槌
谷　

英
史

　

〃 

和
歌
山 

鈴
木　

達
也

　

〃 

滋
賀 

中
出　

幸
宏

　

〃 

京
都 

細
辻　

吉
弘

　

〃 

奈
良 

土
田　

博
敏

　

〃 

兵
庫 

常
森　

一
裕

　

〃 

山
口 

松
岡　

孝
彦

　

〃 

徳
島 

桑
田　

郁
男

　

〃 

香
川 

福
﨑　

彰
彦

　

〃 

熊
本 

芦
原　

陸
雄

数
の
算
定
指
示
や
首
相
に
住
宅

の
高
台
移
転
を
進
言
す
る
な

ど
迅
速
果
敢
に
、
適
切
で
多
様

な
緊
急
・
応
急
対
応
が
行
わ

れ
、
震
災
２
週
間
後
の
3
月
26

日
に
は
災
害
復
興
局
を
設
置
し
、

「
家
は
流
さ
れ
な
い
！
人
は
死

な
な
い
！
」
を
基
本
に
し
た
的

確
な
復
興
計
画
が
策
定
さ
れ
て

い
っ
た
こ
と
が
良
く
わ
か
り
ま

し
た
。
次
の【
大
震
災
か
ら
４

年
５
カ
月
】
で
は
、
１
年
目
は

仮
設
住
宅
の
建
設
を
中
心
に
住

民
の
生
活
の
落
ち
着
き
を
取
り

戻
す
こ
と
に
全
力
を
注
ぎ
、
２

年
目
に
は
被
災
企
業
を
80
％
以

上
事
業
再
開
さ
せ
、
魚
市
場
へ

の
水
揚
げ
高
も
震
災
前
ま
で
回

復
し
、
３
・
４
年
目
に
は
復
興

型
工
事
を
多
数
着
工
し
、
現
在

で
は
復
興
事
業
の
３
割
強
が
完

了
し
７
割
弱
が
実
施
中
で
最
大

課
題
の
住
宅
再
建
の
目
処
が
つ

い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。【
被
災
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
】
で
は
、
大
震
災
時
の
津

波
浸
水
域
を
災
害
危
険
区
域
と

し
て
指
定
し
建
築
規
制
を
か
け

る
な
ど
、
条
例
化
に
よ
る
津
波

被
害
の
歯
止
め
を
行
い
、
市
中

心
部
で
は
、
土
地
区
画
整
理
や

津
波
復
興
拠
点
整
備
な
ど
の
方

針
が
決
定
し
動
き
出
し
て
い
る

こ
と
、
市
中
心
部
以
外
で
は
住

宅
移
転
跡
地
買
収
に
よ
る
市
有

地
と
民
有
地
が
混
在
し
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
解
決
に
向
け
て
努
力
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

【
児
童
・
生
徒
の
防
災
教
育
】

で
は
、
小
中
９
年
間
を
見
通
し

た
防
災
教
育
を
推
進
し
、「
防

災
教
育
の
手
引
き
」
の
作
成
や

「
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
」
の
取

組
だ
け
で
な
く
、
防
災
教
育
の

成
果
と
課
題
・
改
善
策
を
洗
い

出
し
継
続
的
な
実
践
が
展
開

で
き
る
よ
う「
活
用
実
践
事
例

集
」
を
発
行
し
、
防
災
意
識
を

一
層
高
め
、
多
様
な
自
然
災
害

へ
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
特
に
、「
防
災
マ
ッ
プ

づ
く
り
」
の
取
組
は
、
参
加
し

た
先
生
方
の
各
学
校
で
、
地
理

的
分
野
や
公
民
的
分
野
の
授
業

づ
く
り
に
大
い
に
参
考
に
な
る

も
の
で
し
た
。【
復
興
の
成
否
】

に
つ
い
て
は
、
現
在
は
復
興
需

要
で
経
済
が
活
況
し
て
い
る

が
、
数
年
で
復
興
需
要
は
収
束

し
て
し
ま
う
の
で
、
復
興
需
要

か
ら
民
間
経
済
パ
ワ
ー
へ
の
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
が
重
要
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
取
組（
バ

ト
ン
）
に
つ
い
て
は
、
乾
燥
フ

ル
ー
ツ
の
製
造
・
販
売
や
洋
菓

子
店
の
開
業
な
ど
の
起
業
・
創

業
・
事
業
拡
大
へ
の
支
援
、
東

北
未
来
創
造
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

と
連
携
し
た
未
来
創
造
塾
に
よ

る
人
材
育
成
、
岩
手
大
学
と
の

連
携
、
大
規
模
太
陽
光
発
電
所

の
建
設
や
医
療
・
介
護
分
野
に
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第
49
回
全
国
中
学
校
社
会
科
教
育
研
究
大
会　

岡
山
大
会

○
大
会
主
題　

 「
生
き
る
力
を
培
い
、
未
来
を
創
る
社
会
科
学
習

　
　
　
　
　
　
　

〜
自
ら
の
学
び
を
見
つ
め
る
学
習
活
動
〜
」（
案
）

○
期　
　

日　

平
成
28
年
11
月
17
日
㈭
・
18
日
㈮

○
開 

催 

地　

岡
山
県　

岡
山
市

○
会　
　

場　

第
一
日
目　

岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

第
二
日
目　

ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び

編
集
後
記

　

今
号
は
、
七
月
に
岡
山
市

で
行
わ
れ
た
理
事
会
で
再
任

さ
れ
た
石
上
和
宏
会
長
を
中

心
と
す
る
新
役
員
の
ご
紹
介

と
十
一
月
に
岐
阜
県
で
開
催

さ
れ
る
全
国
大
会
の
ご
案
内

を
中
心
に
構
成
を
致
し
ま
し

た
。

　

夏
季
セ
ミ
ナ
ー
で
ご
講
演

を
頂
い
た
岩
手
県
大
船
渡
市

の
戸
田
公
明
市
長
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
を
拝
見
し
ま
す
と
、

戸
田
市
長
は
、
大
船
渡
市
内

の
小
中
学
校
を
卒
業
し
、
県

立
盛
岡
第
一
高
等
学
校
に
進

学
、
卒
業
後
は
東
北
大
学
の

工
学
部
に
進
む
地
元
東
北
一

筋
の
方
で
し
た
。
し
か
し
、
大

学
卒
業
後
は
日
本
を
代
表
す

る
大
手
建
設
会
社
に
就
職
し
、

入
社
十
数
年
後
に
は
社
命
で

ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
に
留
学
し
ま
す
。
留
学
後

は
、
上
海
や
北
京
、
香
港
で
営

業
所
長
や
駐
在
員
事
務
所
長

を
歴
任
し
て
い
ま
す
。
建
設

会
社
退
社
後
は
、
生
ま
れ
故

郷
の
大
船
渡
市
に
戻
り
、
地

元
で
医
療
や
介
護
を
提
供
し

て
い
る
医
療
法
人
の
理
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
地

元
有
志
に
推
さ
れ
、
平
成
22

年
12
月
に
大
船
渡
市
長
に
当

選
し
ま
す
。
そ
し
て
、
就
任
３

カ
月
後
の
平
成
23
年
3
月
11

日
に
東
日
本
大
震
災
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
講
演

を
聞
い
て
い
ま
す
と
、
戸
田

市
長
の
迅
速
果
敢
な
緊
急
・

応
急
対
応
や
適
切
で
多
様
な

復
興
計
画
の
策
定
な
ど
は
、

地
元
東
北
愛
と
大
手
民
間
企

業
で
鍛
え
ら
れ
た
手
腕
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。
復
興
の
最

前
線
に
立
つ
に
は
最
適
の
人

が
市
長
で
あ
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
戸
田
市
長
は
、
学
校

を
核
と
し
て
町
を
復
興
さ
せ

る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。
私
た
ち
学
校
現
場
で
は
、

社
会
科
の
授
業
を
通
し
て
生

徒
た
ち
に
世
の
中
を
理
解
し

創
造
し
て
い
く
力
を
育
成
し
、

困
難
な
場
面
に
立
ち
向
か
い
、

未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く「
生

き
る
力
」
を
し
っ
か
り
と
育

ま
せ
な
く
て
は
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

ご
多
用
の
中
、
原
稿
を
頂
き

ま
し
た
皆
様
に
改
め
て
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
号
は
、
岐
阜
大
会
の
報

告
を
中
心
に
編
集
致
し
ま
す
。

広
報
部
次
長　

大
瀧　

訓
久

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
連
携
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
よ
る
環
境
未
来
都
市

へ
の
取
組
、
郷
土
食
の
掘
り
起

し
・
体
験
型
観
光
・
周
遊
バ
ス

ル
ー
ト
・
公
式
Ｈ
Ｐ
の
拡
充
な

ど
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
現
化

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
６
項
目
目
の【
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
戦
略
に
つ

な
げ
る
】
で
は
、
二
〇
六
〇
年

に
お
け
る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
作

成
し
、
二
〇
六
〇
年
頃
に
大
船

渡
市
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
に
、
安
定
し
た
雇

用
の
創
出
や
地
方
へ
の
新
し
い

人
の
流
れ
を
つ
く
る
こ
と
、
若

い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
の
希
望
を
か
な
え
る
た
め
に

今
ま
で
と
は
違
う
新
し
い
発
想

で
取
組
内
容
を
決
め
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
の
こ
と
で

し
た
。
最
後
に
、
子
ど
も
た
ち

の
明
る
い
未
来
や
人
生
が
豊
か

に
な
る
よ
う
な
社
会
づ
く
り
や

学
校
教
育
の
大
切
さ
を
お
話
し

い
た
だ
け
ま
し
た
。
あ
ら
た
め

て
、
東
日
本
大
震
災
の
甚
大
な

被
害
と
こ
れ
ま
で
の
４
年
５
カ

月
の
復
興
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
直
接
戸
田
市
長
様
か
ら
お

話
を
お
聞
き
す
る
機
会
を
い
た

だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
・
津
波
で

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
々
の

ご
冥
福
と
被
災
地
の
さ
ら
な
る

復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。


